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道内の路線バスの系統廃止・減便(R5.4～R6.10)

【全国】 4,506系統廃止 系統廃止による減便を除いた減便数 41,290便

（271,644便 ⇒ 230,354便：15.2％）

【札幌】 97系統廃止 系統廃止による減便を除いた減便数2,196便

（15,421便 ⇒ 13,225便：14.2%）

【旭川】 13系統廃止 系統廃止による減便を除いた減便数260便

（1,813便 ⇒ 1,553便：14.3%）

【函館】 39系統廃止 系統廃止による減便を除いた減便数329便 （869便 ⇒ 540便：37.9%）

【室蘭】 34系統廃止 系統廃止による減便を除いた減便数217便 （1,022便 ⇒ 805便：21.2%）

【釧路】 8系統廃止 系統廃止による減便を除いた減便数37便 （146便 ⇒ 109便：25.3%）

【帯広】 13系統廃止 系統廃止による減便を除いた減便数77便 （362便 ⇒ 285便：21.3%）

【北見】 8系統廃止 系統廃止による減便を除いた減便数168便 （713便 ⇒ 545便：23.6%）

※エリアは運輸支局別
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北海道のバス運転手の現状

札幌市内のバス運転者数の推移

札幌市資料より北海道バス協会提供

2023(R5)年：2019(R1)年から15.3％減 2023年：2019年から15.2％減
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運転手不足への対応の現状

運転手を増やす

◦人材確保

運転手がいなくても大丈夫なようにする

◦運行の省力化，自動運転

公共交通の供給を減らす

◦廃止・撤退，減便
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運転手の確保について考えること

地域に運転手ができる可能性のある人がどのくらいいるか？

フルタイムの勤務

パートタイムの勤務

→ 各地で分析の必要

パートタイムの勤務を増やせるための方策はないか？

賃金を増やす，条件のハードルを下げる(現状では厳しい)

→ 国による抜本的な制度設計(現場の声を反映したものに)

「地域の輸送資源の総動員」が答えではない
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公共交通の危機を乗り越える

地域住民の移動のニーズに応える(※現状をなんとかするという意味で)

「行きたいときに」，「行きたい場所へ」行くことができる

運行時間帯，容量確保

最低限必要なサービスレベルの検討

「サービスレベルマトリクス」の設定(合意形成)

供給量確保のための対応策の検討

どこで議論する？ → 地域公共交通活性化協議会
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イギリスのサービスレベルマトリクスの例
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立地適正化計画と地域公共交通計画

いつまで地域全体の公共交通を
維持できるか？

いつ都市の集約化を進めるか？

公共交通の危機

↓

長期的に見た地域のありようを
考える機会
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乗り継ぎ前提の公共交通ネットワーク

都市間交通

広域交通

生活圏交通

乗り換えなし，直通便の維持が困難(都市間交通でさえも)

乗り継ぎ前提の公共交通ネットワーク

シームレスな公共交通体系の構築

交通結節点の整備・機能向上(まちづくりの拠点としても)

市町村間の連携のさらなる重要性
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北海道型運輸連合の検討(北海道交通政策総合指針)

ドイツの運輸連合
◦ 地域内の事業者が連合体を組織し、公共交通の運営を一元的に管理

◦ 1960 年代に自社の輸送人員の減少に危機感を覚えた公共交通事業者によ
る呼びかけが発端で誕生したとされている。

ドイツの運輸連合の任務
◦ 公共交通機関全体の運行計画やダイヤの策定

◦ 共通運賃制度の運用

◦ 広報・宣伝活動の共同展開など

交通事業者間の連携のもと、利便性向上を通じた公共交通利用者数
の増加に向けて取組が進められている。
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北海道型運輸連合の検討(北海道交通政策総合指針)
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北海道型運輸連合の検討(北海道交通政策総合指針)
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